
　　　　

令和6 年 12 月 17 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

『子育てファイルふくいっ子』を活用しながら、転校時の情報共有や、小学校から中学校、中学校から高校へとライフステージの変化に合わせた切れ目のない支援を実施し、本人が過ごしやすいように連携します
他事業所への移行の際に引継ぎを行い、良い支援が途切れないように連携します

他事業所と連携して地域障害児支援体制強化事業を実施する。支援会議や担当者会議を行い、支援者間の支援の質の向上を図ります
保育所等訪問にて地域の学校に助言等を行う他、支援者に対する研修会などに参加することで関係構築を図ります

療育内でご家庭の様子や困りごとなどを伺います
急な困り感やストレス等には、対面やオンラインにてお話を伺いながら対応します
必要に応じて自宅等に訪問させていただき、環境に対して構造化を図っていきます

・基本的な生活スキルの獲得、向上
・環境設定
・心と体の成長

・愛着行動や信頼関係の形成
・遊びを通して他者へのかかわりの意識付け
・ルール遊び（すごろく、カードゲーム等）
・自発的な援助要求方法の形成や広げる関わり
・小学６年生～高校生対象のソーシャルスキルトレーニング教室

・言葉の概念形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自発的な要求方法の形成
・文や助詞の練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・運動による口腔ケア
・言葉と合わせて非言語コミュニケーションの獲得、使用のサポート　　　・読み書き能力向上に向けた関わり
・PECSトレーニング
・口の動きの模倣や復唱

・スケジュールやワークシステム、タイマーなどの環境を通して理解や行動の促進
・数や形、色などの理解を進める教材
・環境調整による行動障害の予防や対応の支援
・わかりやすさに配慮した提示（見やすさ：色、形、大きさ、余白、明るさ等、聞こえやすさ：大きさ、速さ、長さ、イントネーション等）

・粗大運動や巧緻動作（サーキット遊び、トランポリン、ボール、塗り絵、書字等）
・道具の使用（定規、はさみ等）
・協調運動（なわとび、マット、跳び箱等）・感覚遊び（スライム、水遊び、粘土、トランポリン等）
・ストレッチ　・基本動作練習（寝返り、立ち座り、歩行等）
・感覚過敏に対しての環境調整

・視覚支援や構造化を取り入れた環境設定　　　　　　　　　　　　　　　・本人に合わせた環境評価や設定（書字、食事、道具操作等）
・タイマーでの切り替え練習
・ADL動作の能力向上に向けた関わり（更衣、食事、排泄等）
・粗大運動や巧緻動作（サーキット等の大きな運動、ADL動作に関わる動きを取り入れた運動、スプーンや箸等の道具使用等）

主な行事等
毎月第3土曜日の13：30～17：00に、小学校3年生から高校生を対象としたクラブ活動（つながり倶楽部Link）を実施します
偶数月の第3土曜日の10：00～12：00に、保護者の方を対象とした集まり（なないろカフェ）を実施します

なし

移行支援

職員の質の向上

・支援者との信頼関係づくり
・周囲への行動調性
・気持ちの調整
・他者への意識

・意思の理解と表出
・言葉の発達
・非言語コミュニケーション
・正しい表現方法

家族支援

地域支援・地域連携

本
人
支
援

・理解力の向上
・様々な概念形成
・適切な行動の理解と促進
・認知の偏りの変容

・可動域や筋力、基本動作の獲得、維持、向上
・感覚へのアプローチ

支　援　内　容 具体的な取り組みの例

療育の見学や振り返り、事例検討を行い、多職種連携のもとで質の向上を図ります
事業所内で職員が講師となる内部研修を実施します
専門的資格の取得や知識の獲得のための外部の研修に参加します

法人（事業所）理念
全ての子どもたちの健やかな成長と、一人ひとりの育ちに合った自立を支援します
(「児童発達支援センターなないろ」での通所支援の対象年齢を拡大し、相談機能を拡充することで、子どもとその家庭に対し、チームで子どもの成長と自立を支えます)
(越前市総合計画　４未来へつづく子育て・教育　政策１６　子育て・子育ちの応援　より抜粋）

支援方針 発達支援を必要とするお子さんがご家族とともに安心して豊かな地域生活を送れるように支援します

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 越前市児童発達支援センターなないろ(専門支援教室) 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


